










研究の要約

乳幼児健診の発達遅滞児の事後指導として各保健所内に発達クリニックを設けた。各地域

のニーズによって 7つの保健所はそれぞれ異なった対応を実施してきた。地元に療育施設

のある保健所は医療相談(二次スクリーニング）と心理判定、療育施設からやや遠い地域

では医療相談と親子ふれあい教室の開催、離島の保健所では二次スクリーニングに保育・

理学訓練・言語訓練の保障をし、本島内の遠隔地域の保健所では二次スクリーニング・理

学訓練・言語訓練に福祉機関も参加し、保健・医療・福祉の包括的指導を実施してきた。


